


























 外国語教育においても ICT を積極的に活用することが求められている。
文部科学省教育課程部会外国語ワーキンググループ資料「外国語教育にお














 上記二点目については、教育課程部会情報ワーキンググループ (平成 27





おける ICT 活用においても同様のことがいえるであろう。 




2. 本学の中国語授業における ICT 活用例 
 本学で筆者が担当する各授業ではどのような ICT を用いているか、科目
及び扱う内容ごとに記していく。 
2.1 初級段階の語学科目における ICT 活用 
2.1.1 中国語総合Ⅰ 
 中国語専攻 1 年次の必修科目である「中国語総合Ⅰ」は週 3 コマを 3 人
の教員が 1 コマずつ担当し、1 冊の教科書をリレー式に講義している。授
業の進度の連絡は kuis moodle を使って行い、次回担当教員のみならず、
                                            
2http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/061/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/0
2/01/1366444_1_2.pdf 
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欠席した学習者も確認できる。また、課題や持ち物、試験範囲の伝達、中
国・台湾に関するテレビ番組や催しのお知らせ等にも使っている。 
 筆者がこの授業で紹介した Web サイトやアプリ、全学生必携となった
iPad を用いてこれまでに行った活動は以下の通りである。 
2.1.1.1 発音 
① Dragon Dictation や Google 音声入力の活用 
 4 月は、発音とピンイン(ローマ字による発音表記体系)の習得を目指し、






や Dragon Dictation などの音声認識アプリを時々活用している。Dragon 














                                            
3 2017 年 11 月 28 日現在、ios11 に未対応。 












③ NHK ゴガク アプリ「声調確認くん」
（https://www2.nhk.or.jp/gogaku/app/） 
 NHK E テレの「テレビで中国語」という番組の中で使用されていた発音














                                            
4 http://www.ch-station.org/ 


















ことがないが、今後は 1 年次末の春季課題として課すことも考えてみたい。       
2.1.1.3 文法・語彙 
① 東京外国語大学言語モジュール「文法編」 
  (http://www.coelang.tufs.ac.jp/mt/zh/gmod/) 
 東外大の TUFS 言語モジュール・中国語「文法編」は、中国語に触れるコ






                                            
5 情意フィルター（the Affective filter hypothesis）：Krashen が提唱した５つの言語習得仮説
のうちの１つで、「緊張や不安感が低いほうが言語の習得が進む」と言われている。  
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ト『学ぼう！中国語 発音と語法の基礎』（SKUC 教材開発プロジェクト・








 合成音声付き単語カードを無料で作成できるサービス Quizlet を、授業





年生 65 名中 51 名が登録)。 












 中国語専攻 2 年次の必修科目である「中国語総合Ⅱ-2」は、１年次に習
った初級文法を整理し直し、新たな文法知識を加えながら中級へと進む授
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よりわかりやすくなる。さらに 2016 年度後期からは、2 年生 3 クラス中、
筆者の担当する 1 クラスのみ「アイランド型学習」を試みている。クラス
を 3 つの島（アイランド）に分け、教師役の学生がそこを回って、担当部





7 『練習中心 トレーニング中国語(新装版)』（竹島金吾著。2008 年。白水社）初版は 1990 年。 
8 2016 年度後期末にとったアンケートより。 
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分を合計 3 回説明する方式で、1 つの島が 4、5 人ずつなので、授業を聞く
側も質問しやすいと好評である。前の島で質問されたことを早速、次の島
で補って説明する姿もよく見られる。 
 教員（筆者）の ICT 活用としては、補足説明時に、教室前方の電子黒板
に資料を提示したり、関連するサイトを見せたり、オンラインの中日辞典
などを映し出して参照する。 


















は 4 年前より iPad 必携になり、3、4 年次生も iPad を持参できる環境が整
ったことから、2016 年度より、ペアまたはグループで整えた訳文は Google
ドキュメントに入力させ、共有設定をかけて教員に送り、教員(筆者)はそ
                                            
9 翻訳教材として取り上げているのは、中華料理のレシピ、医薬品広告、食品パッケージ等、中
国・台湾で実際に使われているレアリア（実物素材）である。詳細は拙稿 2015「翻訳の授業にお
けるレアリア活用の意義」（神田外語大学紀要第 27 号 243－262 頁）参照。 





























                                            
10 公益財団法人国際文化フォーラム2013. 30-31頁参照。  













を高めている12。2017 年度は KUIS8(8 号館)の三面スクリーンのある教室を












                                            
11 陳淑梅 2010.『中国語対訳で紹介する日本のすべて―中国語でもよくわかる、ほんとうの日
本』：東京：日本文芸社  
12 2015 年度中国語専攻の日本語母語話者 5 名のみでスタートしたゼミであったが、2016 年度は
日本語母語話者 4 名(中国語専攻)、中国語母語話者 8 名（英米語学科 1 名、IC 学科 7 名）、2017
年度は日本語母語話者 3 名(中国語専攻)、中国語母語話者 7 名（IC 学科）で構成されている。 
13 中国の検索エンジン。中国国内での利用者は最大、世界でも Google に次ぐと言われている。 














が、2019 年 4 月に無料サービスが終了となるため、今後はこれに代わるツ
ールを考えなくてはならない。 













                                            
14 https://live.cybozu.co.jp/overview.html  
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も期待している。 
 
3. まとめと今後の課題  





























































?   2017?? ??メディア????センタ???   ?   59
